























1 　本稿は 2017 年 3 月に行われた第 49 回日本語教育方法研究会での口頭発表『ICT を利用
した専門語彙習得の試み』について、協働的学習の視点から活動を振り返り、研修生への
活動についてのアンケート結果を示し、新たに考察を行うものである。
2 　経済産業省（2017）「第 47 回海外事業活動基本調査概要 2016 年度実績 /2017 年 7 月 1 日
調査」http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kaigaizi/result/result_47/pdf/h2c47kaku1.pdf
（2018 年 10 月 1 日最終閲覧）
3 　内閣府 (2018)「外国人労働力について  平成 30 年 2 月 20 日」<http://www5.cao.go.jp/










　研修の期間は 2015 年 10 月から 2016 年 9 月までの約 1 年で、そのうち日本語指導は
2015 年 10 月から 2016 年 1 月までを第 1 ターム、2016 年 1 月から 3 月を第 2 ターム、4









































































の活動を活動 2 とする。この 2 つの活動によって必要な語彙を全員で協力して収集、共
有することで、専門語彙を効率的に習得し、研修前の予習や研修後の復習、レポート作
成など業務遂行の一助とすることを目指した。活動 1 と活動 2 は平行して行った。活動



















で、ワードブックを作成した。活動 1 の流れは表 2 の通りである。






























て、ひとつのファイルに統合することでワードブックを作成した。活動 2 の流れは表 3
の通りである。



































　活動 2 は、9 週間継続して行い、最終的に 418 語を収集した（図 2）。








がより必要であった。活動 2 について研修生に課したタスクをまとめると、表 4 のよう
になる。
図 1　活動 1 の成果物の例




















研修生全員 週 1 回
（月曜日授業時）




















表 5　第 2 タームの研修スケジュール
第 2 タームの研修
（2016 年 2 月～4 月）
グループ A の研修 グループ B の研修 グループ C の研修
期間Ⅰ（1～3 週目） 研修現場① 研修現場② 研修現場③
期間Ⅱ（4～6 週目） 研修現場② 研修現場③ 研修現場①

















































表 7　質問項目 1 への回答
1．ワードブックの作成は、研修の役にたったと思いますか
















　表 7 は質問項目 1 への回答である。「とても役に立った」「役に立った」の回答の合計
が 10 名と、全員がワードブックを研修の役に立つものとして考えていることがわかっ












































　表 9 は質問項目 3 への回答である。ワードブックの更新のタイミングについては、各
自の学習・生活ペースを尊重するためルールを特に決めていなかったが、研修生 A・
B・C・D・E・F・I・G の回答にあるように、「金曜日」「週末」など自分自身で日時を





表 10　質問項目 4 への回答
4．一人一人ではなく、グループ（3～4 人）でワードブックを作ることは、よかった
と思いますか































表 11　質問項目 5 への回答
5．3 つのグループでワードブックを作ることは、よかったと思いますか














　Ｄ：クラスで 10 人でチェックはいい。寮で 10 人で相談は難しいですから。
　Ｅ：一つずつのグループが集めて、皆さんでチェックはいいです。









































（最終閲覧 2018 年 10 月 13 日）
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